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造形体験指導とその効果 
本多正直 
 はじめに 
 現在、小学校教員養成課程において、図画工作教育を担当していることから教員免許状
更新講習を受け持ち、教育現場での教員の声を聞く機会が多くなった。主に小学校教諭、
養護学校教諭、幼稚園教諭を対象にしているが、講習前のアンケートから、図画工作教育
に対する悩みは、非常に多いことがわかる。例えば、図工への苦手意識が強く、指導に戸
惑っていて教材研究とともにその教材がどのようなねらいを持ちどのような支援のあり方
があるのか等、実践に役立つような講座をお願いしたいとか、立体造形等の学習の中でど
う児童に力をつけ、評価していくのか今一度基本に立ち返って学びたいなど、半数以上が
図画工作教育を実践しながらの悩みであった。 
 試行プログラムを含め３年間毎年開講してきた教員免許状更新講習「図画工作教育」で
は、それらの悩みや疑問に可能な限り答えられるよう努力している。しかし、「立体造形」
の指導法で、子どもたちがそれまで以上に素材の特性を生かしてより良い表現ができるた
めの具体的な方法は答えにくい。 
そこで、私の造形活動の専門分野である彫刻の素材を利用して、子どもたちが素材につ
いて理解するための効果的な指導方法を実践し、その効果をさぐることにした。取り扱う
素材のなかでは、石彫刻や木彫刻は素材の硬さから小学校低学年までの子どもたちでは扱
うことが難しく、子どもたちが手軽に使用でき安全な素材で、自然素材のテラコッタ粘土
が適していると考えた。テラコッタ粘土は、陶芸窯で焼成することにより恒久的な強度を
持つことができる素材で、子どもたちの好奇心をくすぐり興味を持たせる素材でもある。 
小学校学習指導要領では、「２ 内容の取扱いと指導上の配慮事項において(2) 各学年の
「Ａ表現」の(2)については，児童や学校の実態に応じて，児童が工夫して楽しめる程度の
版に表す経験や焼成する経験ができるようにすること。」１）とあり、テラコッタ粘土で作
品を作りそれを焼成することは、子どもたちの経験としても意味のあることになる。しか
し、3年間の教員免許状更新講習でのアンケートで、作品を窯で焼成する経験をさせている
小学校は、各教員が所属する小学校６０校（主に群馬県東部地区で特別支援学校２校を含
む）中６校と、一割しかないのが現状だった。これを改善していくためには、設備の問題
と同時に、教育現場での多忙な職務やそれに伴う素材に対する研究不足などの現状を理解
し、子どもたちが素材の特性を活かした造形ができ、その作品を焼成する経験をさせるた
めの具体的な指導法を、確立していく必要がある。 
この研究では、テラコッタ粘土の素材を利用して、様々な角度からの造形体験を組み合
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わせた指導を構成し、その実践結果からその効果を探ってみたい。 
 
Ⅰ 研究の目的 
「造形教育」では、子供一人一人の思いや意図の広がりや深まりの方向性をしっかりと
確かめ、それに応じることができる細やかな指導の具体化が必要である。低学年以下の子
どもたちへの「造形教育」の目的は、体全体を働かせて材料や行為による子どもの全身の
感覚を働かせる活動を通して、表し方を生み出し創造的な技能を育成することだ。指導す
る教員は、具体的な教育効果が見えたほうが自信を持って教育にあたることができるのだ
が、これまでに立体の造形体験指導をすることによる効果の具体例は尐なく、テラコッタ
粘土の表現に関しては例がない。 
かねてから、子どもたちの造形活動を指導していると、素材の特性をよく把握している
作者の作品は、造形的に優れていることを感じていた。そこで作品制作の前に、テラコッ
タ粘土の素材特性を把握できるようにいくつかの目的を持った造形体験指導を考案し、指
導することで、作品表現における効果がどのようにあらわれるかを確認し、子どもたちへ
の造形指導の際に取り入れることを研究の目的とした。 
 
Ⅱ 研究の方法 
今回の研究対象は、幼稚園の年長児とする。研究対象とした理由は、小学校低学年の児
童より授業等での造形体験が尐ないため表現の効果が比較的わかりやすく表れると推測さ
れるためである。 
粘土による造形体験の指導を行わない園児をＡ群、造形体験の指導を行なった園児をＢ
群とし、以下ではＡ群，Ｂ群で示す。Ａ群の園児には、Ｂ群の造形体験指導に費やした同
じ時間だけ粘土遊びをさせるが、これは粘土の素材への慣れによる効果の違いを最小限に
抑えるためだ。今回の造形体験のために考案した指導法は、１項目ごとに素材の特性を身
に付けるための〈ねらい〉をもち、次項①～④の造形体験のそれぞれが大切な要素となる。 
造形体験指導及び粘土遊びの後、両群ともに同テーマの作品制作を行い、制作された作
品から造形体験指導の効果を比較する。 
 
１.研究対象の園児とその環境 
私が所属する共愛学園前橋国際大学児童教育コースは、学園系列の共愛学園幼稚園との
連携をおこない、その一環として、年間 5 回の「共愛学園幼稚園絵画造形クラブ」の授業
を担当している。今回の研究対象は幼稚園年長組の園児である。放課後 2時 30分から本学
の美術演習室において保護者の参観のもとに授業をおこなう。対象園児数は約 20名ずつで、
幼稚園教諭が 1名付き添い参加する。 
また、共愛学園幼稚園での粘土造形教育の内容に、テラコッタ粘土使用の経験はない。 
被験者は、Ａ群、Ｂ群ともに幼稚園年長児（５～６歳）の２０名とし、５グループ４名
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ずつに分け、机（天板 180×90ｃｍの大きさ）に４名ずつ配置して指導を受ける。 
場所は、本学の学芸棟 美術・生活系演習室である。 
 
２．使用する素材の特徴 
 陶芸用粘土（テラコッタ粘土）は、昔から土器や埴輪など造形用に用いてきた身近で可
塑性に優れた素材である。児童が、幼稚園で扱っている油粘土との違いは、ほぼ無臭で可
塑性が高く造形が容易であり、水分量を変えることで硬さの調節が可能であることだ。最
も大きな特徴は、焼成することで恒久的な硬さになり、テラコッタ粘土で表したものは、
独特の美しさが生まれ丈夫な作品になる。また素焼きした作品にアクリル絵の具などで着
色するなども考えられる。 
 
３．テラコッタ粘土による造形体験の具体的な指導方法 
以下に指導内容に沿って解説し、その指導のねらいについ
て記述する。  
準備するものは、テラコッタ粘土、粘土板、ヘラ、ドベで、
人数分を用意し、園児は、１つの机（天板 180×90cmの大き
さ）に４名ずつ座らせる。指導補助学生は、机ごとに１名を
配置する。 
① 粘土の重さを体験し重力を感じるための指導   
粘土の大きさや重さを体験するために、3 キログラムの粘
土の塊を、各机の中央に置き、１人ずつ粘土を抱えて持ち上
げ、机の上に落とさせる。次に１人ずつが、粘土を抱え、机
にたたきつけてみる。 
この指導のねらいは、衝撃と音と重さや重力の体験をする
こと。たたきつけた時の振動を体験し、非日常（日頃禁止さ
れているたたきつける等の行為）の体験を通して既成概念に
ついて考える機会をつくる。 
② 臭覚で素材を感じるための指導  
子供たちにどんな匂いがするか粘土の匂いを嗅がせてみる。 
この指導のねらいは、匂いによる質感の把握で、普段使用している油粘土との匂いの違
いを体験し、無臭に近いが水分を含んだ土のにおいを持つ素材を臭覚で感じ取れるように
することである。 
③ 触覚で感じ、素材の特徴をつかむための指導 
a.手をひろげパーで粘土をたたかせ、次に手を握り粘土をグーでたたかせる。何度かおこ
なった後に、指で粘土に穴を開けさせ、塊から粘土を掴み取らせる。そのつかんだ粘土を
粘土の塊にはりつけ、上から叩かせる。 
図１ 粘土の塊 
図２ 紐作り 
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この指導のねらいは、粘土の硬さによる手への抵抗感を把握させ、素材の持つ粘りや外圧
による粘土同士の接着を体感することにある。 
b.粘土を手の中で絞りながら練らせ、次に丸めておにぎりなどの形をつくらせる。 
この指導のねらいは、塑像表現や外圧による造形の方法を知ることである。 
c.まず好きな量の粘土を掴み取り、つぶして薄くのばしヘラを使って粘土を好きな形に切
らせる。次に粘土同士をドベでつけさせる。 
この指導のねらいは、粘土による平面的な表現と接着する体験をさせることにある。 
d. 手の上、机の上で粘土の紐を作る体験をさせる。太い紐を立ててみたり渦巻状にしたり
手やヘラでつぶす体験をさせる。 
この指導のねらいは、触感による太さの調節や机の面を利用した円滑な曲面の造形体験
をすることで制作した形の強度や形態の意図的な変形、工夫を体験することにある。 
④ 粘土を積みあげさせる指導 
机ごとに、床の上に粘土板と４キロの粘土を置き、粘土の
周りを園児がグループ（各机の 4人）毎に囲むようにして粘
土を高く積む競争をさせる指導法である。 
まず、粘土をできるだけ高く積むことを説明し、制限時間
を時計の針の位置などで伝える。グループごとに補助の学生
が安全を確保し、粘土のつけ方や積む方法は一切説明しない
で、始めの合図で開始する。そして、時間になったら終了の
合図をして、それぞれの粘土の高さを測り順位を決める。 
この指導のねらいは、粘土の性質を、総合的に身に付けさ
せることである。粘土同士をしっかりとつけるために必要な
圧力を体感し、積み上げる途中で崩れ落ちない立体的構造
（下部の構造と上部に載せられる質量と形）を感覚的に身に
付けさせる。 
 
４．実験（造形活動） 
Ａ群は、粘土遊び Ｂ群は、粘土での造形体験の具体的な指導を双方とも約２５分行っ
た後、下記の方法で作品制作を行なう。 
制作のテーマは、「ぼくのわたしの好きなもの」として、粘土による造形を行う。 
準備するものは、テラコッタ粘土（台座の粘土は 1センチの厚みで直径 10センチのもの
を用意）、粘土板 、ヘラ 、テラコッタ粘土のドベ（接着用）で、各机に配置する。 
制作過程 
導入の段階では、台座の上に制作すること、粘土の部品を接着するときは、接着材とし
てテラコッタ粘土のドベを使用すること、粘土の丸い作品台座の粘土の上に、テーマ「ぼ
くのわたしの好きなもの」に沿った作品を制作することのみを園児に伝える。 
図３ 塊からの積み上げ 
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制作時間は、約２０分とし、早く終了した園児は、作品を提出する。全園児の制作が終
わったら終了とする。 
制作ののち、10日間の乾燥の後、電気窯によって８００度
で焼成を行う。 
 
Ⅲ 結果と考察  
造形体験指導の効果 
 園児たちのテラコッタ粘土による作品を比べると、Ａ群と
Ｂ群の造形的表現に大きな違いが表れた。この違いを項目別
に解説する。 
ア、素材特性の理解について 
 テラコッタ粘土の造形的特徴を理解し、それを作品の制作
に生かしているかを作品から読み取る。 
○Ａ群の作品 
全体的な特徴として球形と紐状の部品を粘土の台座との間
にドベを塗り接着する作業で終わっている。球形、紐状それ
ぞれの部品は、並べて目、鼻、口、顔の輪郭など形に添って
貼り付ける手法が多く、粘土の可塑性を活かした造形の意識
はあまり見られない。接着は雑なものが多く、焼成後は、２
０作品の中で４点の作品から部品が外れた。  
 テラコッタ粘土の接着は、外圧による接着とドベを使用し
ての接着があるが、粘土遊びの体験だけでは、外圧をどの程
度加えればよいか把握しきれていないことがわかる。 
○Ｂ群の作品 
粘土の可塑性を生かし造形をすることに、自然な形で取り
組めている。接着の意識も、しっかりしていて、焼成後に部
品が外れた作品はなかった。 
またＢ群の作品から指でつぶしたりひねったりすることか
ら作られる形が多く見られ、テラコッタ粘土のやわらかさと
抵抗感などの質感を把握していることが理解できる。 
 最もはっきりした特徴は、粘土造形の大切な要素である塑
像表現が見られることだ。粘土を指先でこねるように押し付
け、粘土の表現の面白さなどを楽しんでいる。 
 
イ、立体的造形表現 
円型の台座に対して、どのような立体的表現になっている
図４ Ａ群の作品 
形を追い平面性が強い 
図５ Ａ群の作品 
 Ａ群でもっとも粘土の素材を
生かしている作品 
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かを観察する。 
 
○Ａ群の作品 
一見すると造形体験による素材への慣れの違いと思われ
がちだが、Ａ群の作品は丸い台座がベースになっていて、粘
土を平面的な描写の材料にしている点がはっきり見て取れ
る。 
平面的な表現の作品がほとんどであり、絵画的輪郭線に沿
って部品を接着するといった傾向が見られ、作品群から強い
立体造形表現は、感じられない。図５の作品は、Ａ群の中で
は、輪郭の形を追うものではなく、粘土造形の後、台座に接
着したものである。絵画的な要素は強いものの、素材の特徴
は比較的生かされている。この作品を制作した園児は、粘土
遊びの際に、テラコッタ粘土にとても好奇心を持っていて、
ひねる行為や穴あけ、部品の組み立て、など自ら素材を知ろ
うとする行為が見られた。 
○Ｂ群の作品 
テラコッタ粘土の素材を立体造形の意識をもって扱い、円
の台座を、作品の台座として使用していることがわかる。 
２０作品の中で１５点が立体的粘土造形を行った後に台座
の粘土に接着するか、積み上げながらの制作をしている。図
６の作品は、ハンバーガーやポテトなどファストフードの形
を、立体的に観察し、積み上げながら接着している。側面か
らの形を意識し、粘土をつぶす、ひねる、伸ばすなどの要素
が見られ、造形体験の各要素を感覚的に身に付けて制作され
ていることがうかがえる。Ｂ群の作品のうち図７は、誕生日
ケーキを作ったもので、ネームプレートや取っ手のような形
が見え概念図的要素はあるが、空間の表現も含めた造形体験
の要素を取り入れている。 
Ｂ群の作品の特徴は、彫塑的要素が強く、粘土を伸び伸び
と扱い適度な外圧を持って粘土を盛り付けながら制作をして
いる。 
 
以上の結果から、ここで示したテラコッタ粘土による造形
体験指導によって、子供たちが素材を把握し、その特徴を生
かした立体造形表現へと発展していることが考えられる。 
図６ Ｂ群の作品（立体的表現） 
 
図７ Ｂ群の作品（立体的表現） 
図８ Ｂ群の作品（塑像表現） 
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また造形体験と同じ時間、粘土遊びをさせたＡ群の平面的な作品と比較し立体表現の効
果も顕著に表れた。 
粘土の素材に対する感覚的な理解として、焼成後の接着不足による部品の剥がれに差が
出たが、これは、造形体験のドベを使った接着（Ａ群にもドベの使用方法は同様に説明済
み）の経験だけではなく、造形体験④の粘土の積み上げ体験によって粘土同士を接着する
ために必要な外圧を自然に身に付けていると考えられる。Ｂ群の子どもたちは粘土を積み
上げる造形体験によって、積み上げるために必要な下層部の量や粘土同士を接着するため
の外圧を加える加減、崩れ落ちないための上層部の積み方など多くの立体造形的要素を学
んでいる。このことによっても、造形体験指導によって素材の特性を把握することの重要
性を再認識することができる。 
Ｂ群の園児たちにとって、テラコッタ粘土は、造形体験によって重さやにおいも含めた
全体的な素材の持つ特性を体全体で感じ、身近な思い通りに形を作ることができる素材に
近づいた。子供たちの造形活動にとって重要なことは、指導者が素材の特性を十分に把握
することであり、子供たちが自らの行為で素材に変化を与え、イメージを具現化する有能
感を経験できることである。この被験者は、造形体験の尐ない幼稚園児であったために、
効果がよりわかりやすいかたちとなったが、小学校の児童に対しても造形体験指導の表現
における効果は有効であると推測できる。 
 
おわりに 
テラコッタ粘土による素材を理解させるための造形体験指導は、粘土教材による授業の
導入段階に取り入れるとより素材の特性を生かした作品作りに効果があるが、どのような
形で取り入れるかは、教育現場と子どもたちの環境により臨機応変な対応が必要だ。指導
の要素を工夫し増やしたり削ったりしながら教育の現場で、児童の好奇心と素材の持つ魅
力を生かしたものにしていきたい。 
最後に、テラコッタ粘土による検証のように、立体造形における他の素材や平面表現の
素材に関してもこれから造形体験の教育的効果を検証し、図画工作教育を担当する教員に
造形体験指導の表現における効果をわかりやすく伝えていくために研究を重ねていきたい
と思う。 
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